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一
　
は
じ
め
に
─
問
題
の
所
在
、徐
弘
祖
の
地
理
・
地
学
思
想
の
評
価

　

明
代
の
士
人
で
あ
る
徐
弘
祖
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い

が（
１
）、
大
陸
中
国
で
は
、
歴
史
の
教
科
書
に
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
著
名
な
人
物
で

あ
る（
２
）。
彼
は
中
国
各
地
を
遊
歴
し
、
日
記
体
の
詳
細
な
見
聞
記
録
「
徐
霞
客

遊
記
」（
以
下
「
遊
記
」）
を
残
し
て
お
り
、
旅
行
家
・
地
理
学
家
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
学
術
的
に
は
、そ
の
客
観
性・科
学
性
に
つ
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
唐
錫
仁
等
主
編
『
中
国
科
学
技
術
史　

地
学
巻
』
で
は
、「
本
草

綱
目
」
の
李
自
珍
、「
楽
律
全
書
」
の
朱
載
堉
、「
幾
何
原
本
」「
農
政
全
書
」
の

徐
光
啓
、「
天
工
開
物
」
宋
応
星
と
な
ら
べ
て
、
徐
弘
祖
を
「
当
時
の
五
大
科
学

家
」
と
評
す
る（
３
）。
ま
た
彼
の
残
し
た
「
遊
記
」
の
地
理
学
的
貢
献
と
し
て
五

点
を
あ
げ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
「
岩
溶
地
貌
」
で
は
、
徐
弘
祖
が
数
多
く
の
カ

ル
ス
ト
洞
穴
に
実
際
に
入
り
、
洞
穴
の
位
置
や
形
、
洞
口
の
向
き
等
に
つ
い
て
、

客
観
的
な
記
述
と
分
析
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、「
中
国
古
代
に
お
け
る

系
統
的
岩
溶
地
貌
研
究
の
先
駆
」「
世
界
的
な
岩
溶
学
と
洞
穴
学
の
先
駆
者
」

と
し
、
彼
の
先
見
性
を
高
く
評
価
す
る（
４
）。
ま
た
貢
献
の
二
つ
目
「
河
流
水
文
」

で
は
、長
江
の
源
に
つ
い
て
、儒
教
経
書
が
聖
典
視
さ
れ
て
い
た
当
時
に
あ
っ
て
、

「
尚
書
」
禹
貢
の
「
岷
山
」
説
に
と
ら
わ
れ
ず
、
実
地
調
査
に
基
づ
く
客
観
的
な

考
察
に
基
づ
い
て
結
論
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る（
５
）。

　

確
か
に
、
徐
弘
祖
の
著
述
に
は
、
地
理
的
事
象
を
客
観
的
に
観
察
分
析
し
、

そ
の
生
成
要
因
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
「
科
学
的
」
な
思
考
が
見
受
け
ら
れ
る
。

（
華
頂
峯
の
）
絶
頂
に
登
る
。
荒
草
靡
靡
た
り
。
…
…
嶺
角
（
山
麓
）
に
は

山
花
盛
ん
に
開
く
も
、
頂
上
に
は
反
っ
て
色
を
吐
か
ず
。
蓋
し
高
寒
の
勒し

ふ
る
と
こ
ろ
た
り
。：「
遊
天
台
山
日
記
」（６
）四
月
三
日
条

　

右
は
、
天
台
山
に
お
け
る
花
の
開
花
状
況
を
述
べ
た
も
の
だ
が
、
山
麓
で
は

花
が
盛
ん
に
咲
い
て
い
る
の
に
、
山
頂
で
は
花
が
開
い
て
い
な
い
こ
と
を
観
察

し
た
上
で
、
そ
れ
は
山
頂
の
標
高
が
高
く
、
寒
冷
な
た
め
だ
ろ
う
と
推
測
し
て

い
る
。

　

ま
た
上
る
こ
と
二
里
に
し
て
、
則
ち
峯
脊
は
冰
塊
枝
に
満
つ
。
寒
気
の

結
ぶ
所
な
り
。
大
な
る
者
は
拳
の
如
く
、
小
な
る
者
は
蛋
の
如
し
。
枝
に

依
り
て
成
り
、
風
に
遇
ひ
て
墜
ち
、
倶
に
堆
積
し
て
地
に
満
つ
。
…
…
蓋

徐
弘
祖
の
地
理
・
地
学
思
想
初
探

─
地
の
「
脈
」
の
説
を
中
心
に
─

薄
　
井
　
俊
　
二
　
　
埼
玉
大
学
教
育
学
部
言
語
文
化
講
座
国
語
分
野

キ
ー
ワ
ー
ド
：
徐
弘
祖
、
徐
霞
客
、
地
の
「
脈
」
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し
第
二
重
の
頂
は
、
風
に
当
り
て
樹
を
舞
は
す
。
故
に
冰
は
止
だ
枝
に
随

ひ
て
堆
積
す
。
而
し
て
（
紫
雲
）
菴
は
山
の
環め

ぐ

り
峯
の
夾
む
に
中
り
、
竹

樹
蒙
茸
た
り
。
縈
霧
冰
を
成
し
、
玲
瓏
樹
に
満
つ
る
こ
と
、
瓊
花
瑤
谷
の

如
し
。朔
風
之
を
搖
ら
す
こ
と
、歩
搖
玉
珮
の
如
く
、声
金
石
に
叶
ふ
。偶
々

振
し
て
地
に
墜
つ
る
こ
と
、
玉
山
の
頹
る
る
が
如
し
。
積
む
こ
と
高
さ
二

三
尺
な
る
者
有
り
。：「
楚
遊
日
記
」
正
月
一
四
日
条

　

右
は
紫
雲
山
に
お
け
る
樹
氷
を
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
重
の
山
頂
で

は
、
樹
氷
は
枝
の
先
に
氷
結
を
結
び
、
落
下
し
た
氷
塊
は
枝
の
形
に
沿
っ
て
堆

積
し
て
い
る
。
し
か
し
、
紫
雲
庵
附
近
で
は
、
樹
木
全
体
が
樹
氷
に
覆
わ
れ
、

氷
塊
の
落
下
も
山
が
崩
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
違
い
は
、

山
頂
で
は
、
風
が
樹
木
を
揺
ら
す
た
め
、
氷
結
が
枝
先
に
し
か
で
き
な
い
が
、

紫
雲
庵
附
近
は
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
て
風
が
直
接
当
た
ら
ず
、
立
ち
こ
め
る
霧

が
樹
氷
を
形
成
す
る
の
で
氷
塊
が
大
き
く
な
る
の
だ
と
す
る
。
樹
氷
と
落
下
す

る
氷
塊
の
大
小
を
、
樹
木
が
生
え
る
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
比
較
分
析
し
て
い

る
。
徐
弘
祖
が
こ
う
し
た
「
科
学
的
」
な
思
考
力
を
有
し
て
お
り
、
分
析
的
な

記
述
を
し
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い（
７
）。

　

し
か
し
、
先
に
見
た
大
陸
中
国
に
お
け
る
徐
弘
祖
評
価
の
方
法
は
、
現
在
わ

れ
わ
れ
が
共
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
西
洋
近
代
科
学
思
想
史
の
成
果
や
視
点

を
物
差
し
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
洞
穴
や
河
川
と
い
っ
た
地
理
・
地

学
的
な
事
象
に
つ
い
て
、
西
洋
近
代
科
学
思
想
の
成
果
を
歴
史
的
に
並
べ
、
そ

の
史
上
に
徐
弘
祖
を
位
置
づ
け
て
、
彼
の
先
駆
性
・
先
見
性
を
高
評
価
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
先
に
見
た
洞
穴
と
河
川
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

別
々
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
、
と
い
う
前
提
で
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
彼
の
著
述
に
は
、
西
洋
文
明
に
基
づ
く
知
識
に
直
接
的
な
影
響
を
受

け
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い（
８
）。
そ
の
読
書
対
象
も
中
国
古
典
籍
で
あ
り
、
彼
自

身
も
、
も
っ
ぱ
ら
伝
統
中
国
文
化
の
中
に
あ
っ
た
知
識
人
で
あ
っ
た
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
徐
弘
祖
の
思
想
を
研
究
・
評
価
す
る
場
合
に
も
、
西
洋
近
代
科
学
思

想
史
の
視
点
か
ら
、
個
別
の
事
柄
を
別
々
に
照
射
す
る
の
で
は
な
く
、
伝
統
中

国
文
化
史
の
中
に
据
え
た
上
で
、
総
合
的
に
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
国
独
自
の
伝
統
文
化
史
の
中
で
、
徐
弘
祖
の
地
理
・

地
学
思
想
を
考
え
る
手
始
め
と
し
て
、「
地
脈
」
の
考
え
方
に
注
目
し
た
い（
９
）。

二
　
徐
弘
祖
と
そ
の
著
述

　

先
ず
徐
弘
祖
と
そ
の
著
述
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
お
く（
10
）。
徐
弘
祖（
11
）、

字
は
振
之
、
号
が
霞
客
。
万
暦
一
四
（
一
五
八
六
）
年
生
、
崇
禎
一
四
（
一
六

四
一
）
年
没
。
江
蘇
省
江
陰
の
人
。
地
方
の
名
士
の
家
柄
だ
っ
た
が
、
科
挙
に

は
応
じ
ず
、生
涯
在
野
の
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、高
い
教
養
を
持
ち
、黄
道
周・

銭
謙
益・陳
継
儒
と
い
っ
た
、一
級
の
文
人
達
と
深
い
交
わ
り
を
持
っ
て
い
た（
12
）。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
地
理
に
興
味
を
抱
き
、
中
国
国
内
を
遊
歴
す
る
こ
と
が
一
七

回
を
数
え
、
そ
の
多
く
で
旅
日
記
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
徐
霞
客
遊
記
」

一
〇
巻
で
あ
る（
13
）。
現
存
す
る
の
は
、
約
六
〇
万
字
。
内
容
は
、
万
暦
四
一（
一

六
一
三
）
年
の
「
遊
天
台
山
日
記
」
か
ら
崇
禎
六
（
一
六
三
三
）
年
の
「
遊
恒

山
日
記
」
に
至
る
一
六
回
の
記
録
が
、「
名
山
遊
記
」
と
し
て
巻
一
。
同
九
（
一

六
三
六
）
年
か
ら
同
一
三
（
一
六
四
〇
）
年
に
至
る
、
中
国
西
南
部
遊
歴
が
「
西

南
遊
日
記
」
と
し
て
、
巻
二
か
ら
巻
一
〇
ま
で
を
占
め
る
。
山
川
遊
記
の
定
番

で
あ
る
、
名
勝
を
訪
れ
て
の
文
学
的
な
「
詩
文
」
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
然
地

形
や
人
文
地
理
的
な
事
柄
に
つ
い
て
の
、
客
観
的
な
観
察
と
描
写
に
終
始
し
て

い
る
。
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徐
弘
祖
の
著
述
に
は
、「
遊
記
」
の
他
に
、
長
江
の
江
源
を
考
察
し
た
「
溯
江

紀
源
」
他
一
篇
の
短
い
論
説
文
が
あ
る（
14
）。
彼
の
思
想
を
読
み
取
る
素
材
と
し

て
は
、「
遊
記
」
と
論
説
文
が
第
一
次
的
資
料
で
あ
り
、
死
後
に
書
か
れ
た
伝
記

や
序
跋
が
第
二
次
資
料
と
な
る
。

三
　
徐
弘
祖
に
お
け
る
、
大
地
の
「
脈
」
の
説

　
三-

一
　
水
脈
と
山
脈

　

清
儒
の
潘
耒
（
一
六
四
六
～
一
七
〇
八
年
）
は
、
そ
の
序
文
の
中
で
、「
遊
記
」

の
記
述
の
仕
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う（
15
）。

　

先
ず
山
脈
の
如
何
に
し
て
去
来
す
る
か
、
水
脈
の
如
何
に
し
て
分
合
す

る
か
を
審
ら
か
に
視
る
。

　

山
脈
と
水
脈
の
去
来
と
分
合
が
、
地
理
的
な
形
勢
に
つ
い
て
の
、
徐
弘
祖
の

関
心
事
だ
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
遊
記
を
見
る
と
、
山
脈
と
水
脈
の
記
述
が
随

所
に
見
ら
れ
る
。

　

天
台
の
渓
は
、
余
の
見
る
所
の
も
の
は
、
正
東
を
水
母
渓
と
な
す
。
察

嶺
の
東
北
、
華
頂
の
南
に
分
水
嶺
有
り
。
甚
し
く
は
高
か
ら
ず
。
西
流
を

石
梁
と
な
す
。
東
に
流
れ
て
天
封
を
過
ぎ
、
摘
星
嶺
を
繞
り
て
東
し
、
松

門
嶺
に
出
で
、
寧
海
に
よ
り
て
海
に
注
ぐ
。：「
游
天
台
山
日
記
後
」
三
月

一
八
日
条

　

こ
こ
で
は
天
台
山
東
部
の
水
母
渓
に
つ
い
て
、
水
源
か
ら
海
に
入
る
ま
で
の

流
路
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
流
」
や
「
注
」
と
い
う
記
述
の
仕
方
か
ら
、

河
川
は
動
か
な
い
「
線
」
で
は
な
く
、「
水
」
が
流
れ
る
水
脈
と
し
て
捉
え
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

蓋
し
北
山
は
玉
壺
よ
り
西
来
し
、
中
支
は
此
に
至
り
て
尽
く
。
後
に
復

た
一
支
を
生
じ
、
西
の
か
た
蘭
渓
に
走
る
。
後
支
の
層
の
分
れ
て
南
す
る

者
は
、
一
た
び
環
り
て
龍
洞
塢
と
な
り
、
再
た
び
環
り
て
講
堂
塢
と
な
り
、

三
た
び
環
り
て
玲
瓏
巌
塢
と
な
る
、
而
し
て
金
華
の
界
は
、
こ
こ
に
お
い

て
尽
く
。：「
浙
遊
日
記
」
一
〇
月
一
〇
日
条
。

　

こ
れ
は
浙
江
金
華
山
の
北
山
系
の
山
脈
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
山
岳
や
丘
陵
地
を
単
独
の
も
の
と
捉
え
ず
に
、
連
続
す
る
「
脈
」
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
し
か
も
、「
一
支
を
生
じ
」
や
「
蘭
渓
に
走
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、

動
的
な
「
脈
」
と
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
、「
山
脈
」
を
、
山
塊
が
並
ん
だ
「
静
的
」
な

も
の
と
捉
え
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
徐
弘
祖
は
「
動
的
」
な
も
の
と
捉
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
更
に
詳
し
く
見
て
み
る
。

　
三-

二
　
水
脈
と
山
脈
の
説
─
「
溯
江
紀
源
」
よ
り

　

徐
弘
祖
に
と
っ
て
、
水
脈
と
山
脈
と
は
、
中
国
の
大
地
を
め
ぐ
る
、
動
的
な

筋
道
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
中
国
全
土
レ
ベ
ル
で
俯
瞰
し
た
も
の
が
「
溯
江
紀
源
」

に
見
え
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、「
溯
江
紀
源
」
か
ら
徐
弘
祖
の
構
想
す
る
「
地

脈
」
の
説
を
概
観
す
る
。

　（
一
）
水
脈
の
説

　

先
ず
中
国
を
流
れ
る
大
水
脈
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

江
河
は
南
北
の
二
経
流
た
り
。
其
の
特
に
海
に
達
す
る
を
以
て
な
り
。

…
…
其
の
発
源
を
按
ず
る
に
、
河
は
崑
崙
の
北
よ
り
し
、
江
も
亦
た
崑
崙

の
南
よ
り
す
。：「
溯
江
紀
源
」

　

中
国
の
大
地
を
流
れ
る
水
脈
に
つ
い
て
、
黄
河
と
長
江
が
二
本
の
主
流
で
あ

る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
本
の
主
流
は
ど
ち
ら
も
チ
ベ
ッ
ト
山
塊
の
崑
崙
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山
（
実
在
の
崑
崙
山
）
を
源
と
し
て
、
中
国
の
大
地
を
西
か
ら
東
へ
流
れ
て
い

る
と
す
る
。

　

さ
ら
に
黄
河
と
長
江
と
い
う
二
大
河
川
に
、
様
々
な
河
川
が
合
流
、
枝
分
か

れ
を
し
て
い
る
と
す
る
。

　

河
に
入
る
の
水
は
、
省
五
た
り
〔
陝
西
山
西
河
南
山
東
南
直
隸
〕（16
）。

江
に
入
る
の
水
は
、省
十
一
た
り〔
西
北
は
陝
西
よ
り
四
川
河
南
湖
広
南
直
、

西
南
は
雲
南
よ
り
貴
州
広
西
広
東
福
建
浙
江
〕。
其
の
吐
納
を
計
る
に
、

江
は
既
に
河
に
倍
せ
り
、
其
の
大
な
る
こ
と
固
よ
り
宜
な
り
。：
同
前

　

こ
こ
は
黄
河
に
出
入
す
る
河
川
と
長
江
に
出
入
す
る
河
川
と
を
比
較
し
て
、

流
域
の
広
さ
を
省
単
位
で
計
算
し
、
後
者
が
前
者
の
二
倍
を
超
え
る
と
い
う
部

分
だ
が
、「
其
の
吐
納
を
計
る
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
二
大
河
川
か
ら
大
小
様
々

な
支
脈
が
枝
分
か
れ
を
し
、
ま
た
逆
に
大
小
様
々
な
河
川
が
二
大
河
川
に
合
流

し
て
い
る
と
い
う
構
図
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
水
脈
」
ま
た
「
水
系
」
の
考
え
は
、
現
在
で
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　（
二
）
山
脈
（
龍
脈
）
の
説

　

そ
の
一
方
、
山
脈
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
そ
れ
と
は
か
な
り
様
相
を
異
に
し

て
い
る
。

　

徐
弘
祖
は
、
黄
河
と
長
江
と
を
夾
ん
で
、
三
本
の
大
山
脈
が
西
か
ら
東
へ
横

た
わ
っ
て
い
る
と
し
、
そ
れ
を
「
龍
脈
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

今
三
龍
の
大
勢
を
詳
に
す
。
北
龍
は
河
の
北
を
夾
み
、
南
龍
は
江
の
南

を
抱
く
、
而
し
て
中
龍
は
之
を
中
界
す
。：
同
前

　

更
に
南
龍
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
の
脈
の
源
は
崑
崙
山
だ
と
し
て
い
る
。

　

惟
だ
南
龍
の
み
磅
礴
と
し
て
宇
内
に
半
ば
す
。
而
し
て
其
の
脈
も
亦
た

崑
崙
に
発
し
、
金
沙
江
と
相
持
し
て
南
下
し
、
石
門
麗
江
を
経
て
、
滇
池

の
南
を
環
り
て
、
普
定
よ
り
貴
竺
都
黎
の
南
界
を
度
り
、
以
て
五
嶺
に
趨

る
。：
同
前

　

こ
こ
は
南
龍
の
記
述
だ
け
だ
が
、
お
そ
ら
く
三
大
龍
脈
の
全
て
が
、
崑
崙
山

を
源
と
す
る
と
考
え
て
い
た
と
し
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
金
沙
江
と

平
行
し
て
「
南
下
」
し
た
り
、
石
門
と
麗
江
を
「
経
る
」
と
い
う
の
記
述
の
よ

う
に
、
龍
脈
も
、
水
脈
同
様
「
流
れ
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
龍
脈
か
ら
支
脈
が
分
か
れ
、
中
国
の
大
地
を
網
の
目

の
よ
う
に
覆
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

南
龍
は
五
嶺
よ
り
東
し
て
閩
の
漁
梁
に
趨
り
、
南
に
散
じ
て
閩
省
の
鼓

山
と
な
り
、
東
に
分
れ
て
浙
の
台
宕
と
な
る
。
正
脈
は
北
に
転
じ
て
小
筸

嶺
と
な
り〔
閩
浙
の
界
〕、
草
坪
駅
を
度
り〔
江
浙
の
界
〕、
峙
し
て
浙
嶺〔
徽

浙
の
界
〕黄
山〔
徽
寧
の
界
〕と
な
る
。
東
し
て
叢
山
関〔
績
渓
建
平
の
界
〕

に
抵
り
、
東
に
分
れ
て
天
目
武
林
と
な
る
。
正
脈
は
北
に
東
壩
に
度
り
、

峙
し
て
句
曲
と
な
る
。
是
に
於
い
て
龍
を
迴
ら
せ
て
金
陵
に
結
び
、
余
脈

は
東
に
余
が
邑
に
趨
る
。：
同
前

　

こ
こ
も
南
龍
の
記
述
だ
が
、
他
の
龍
脈
も
同
様
に
支
脈
が
分
か
れ
て
い
る
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　（
三
）
脈
を
流
れ
る
「
気
」

　

河
川
は
「
水み
ず

」
の
流
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
を
伝
統
中
国
文
化
の

言
葉
で
言
い
換
え
れ
ば
、
河
川
は
「
水す
い

の
気
」
の
流
れ
と
し
て
形
成
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
水
脈
は
「
水
の
気
」
が
流
れ
て
い
る
「
脈
」
で
あ
る
、
と
な
る
。
こ

れ
と
同
じ
こ
と
が
山
脈
で
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
山
脈
は
「
大

地
の
気
」の
流
れ
と
し
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
山
脈
、
ま
た
龍
脈
に
は「
地

の
気
」
が
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三-

三
　「
遊
記
」
に
お
け
る
山
脈
・
龍
脈

　（
一
）
龍
脈

　
「
溯
江
紀
源
」
で
は
龍
脈
を
俯
瞰
的
に
描
い
て
い
た
。
そ
れ
で
は
「
遊
記
」
に

お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
か
。

　

先
ず
、
南
龍
の
支
脈
が
通
る
、
浙
江
と
江
西
の
境
界
地
で
あ
る
草
坪
附
近
に

つ
い
て
、「
遊
記
」
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

ま
た
七
里
に
し
て
、
草
萍
公
館
た
り
〔
常
山
玉
山
両
県
の
界
〕。
昔
駅

有
り
、
今
は
已
に
革
ま
る
。
ま
た
西
に
三
里
に
し
て
、
即
ち
南
龍
の
北
に

度
る
の
脊
な
り
。
其
の
脈
は
南
の
か
た
江
山
県
二
十
七
都
の
小
筸
嶺
よ
り

し
、
西
に
江
西
の
永
豊
の
東
界
に
転
じ
て
、
迤
邐
し
て
此
に
至
る
。：「
江

右
遊
日
記
」
一
〇
月
一
七
日
条

　

こ
こ
で
は
、
南
龍
が
北
に
進
む
様
を
「
脊
」
と
し
て
表
現
し
、
そ
れ
が
ど
う

い
う
経
路
を
通
っ
て
こ
こ
に
到
っ
た
か
を
記
述
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、「
溯
江
紀

源
」
が
描
い
た
、「
気
」
が
流
れ
る
マ
ク
ロ
な
地
脈
が
、
草
坪
附
近
と
い
う
ミ
ク

ロ
の
レ
ベ
ル
で
ど
う
流
れ
て
い
る
か
を
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
、
見

た
水
脈
や
地
脈
の
記
述
も
、
こ
れ
と
同
様
で
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
「
気
」
の

流
れ
を
、
地
の
「
脈
」
と
し
て
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る（
17
）。

　

こ
う
し
た
「
龍
脈
」
の
記
事
は
、「
遊
記
」、
特
に
、
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）

に
始
ま
る
「
西
南
遊
日
記
」
に
お
い
て
頻
出
す
る
。

　

其
の
西
南
は
建
昌
の
広
昌
た
り
。
則
ち
会
仙
の
南
の
大
山
な
り
。
乃
ち

南
龍
北
来
し
て
東
に
転
ず
る
処
な
り
。：「
江
右
遊
日
記
」
一
一
月
九
日
条

　

橋
の
西
に
金
鼎
山
有
り
。
山
は
老
龍
の
脊
た
り
。
此
よ
り
し
て
興
安
に

至
り
、
南
に
海
陽
に
転
ず
。：「
粤
西
遊
日
記
一
」
四
月
二
三
日
条

　

老
龍
の
脊
、
広
順
よ
り
北
し
、
東
し
て
上
寨
嶺
の
東
を
度
り
、
頭
目
嶺

を
過
ぐ
。
ま
た
東
北
し
て
龍
里
の
南
を
、
ま
た
東
し
て
貴
定
県
の
西
南
を

過
ぎ
、
ま
た
東
し
て
新
添
衛
の
桫
木
寨
を
過
ぎ
…
…
以
て
興
安
分
界
に
抵

る
。：「
黔
遊
日
記
一
」
四
月
一
七
日
条

　

南
龍
の
大
脈
は
、
麗
江
の
西
界
よ
り
し
、
東
に
走
り
て
文
筆
峯
と
な
る
。

是
れ
剣
川
と
麗
江
と
の
界
な
り
。：「
滇
遊
日
記
六
」
一
月
二
〇
日
条

　

こ
れ
ら
の
「
脈
」
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
れ
ば
、
中
国
全
土
を
覆
う
大
小
の
地
脈

で
あ
る
龍
脈
の
全
体
像
が
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
遊
記
」
で
は
、

大
小
の
水
脈
や
龍
脈
の
、
当
該
局
地
に
お
け
る
観
察
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。「
溯
江
紀
源
」
で
は
、
中
国
全
土
を
俯
瞰
し
た
、
マ
ク
ロ
な
水
脈
と
地

脈
を
描
き
、「
遊
記
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
な
水
脈
と
地
脈

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　（
二
）
洞
穴

　
「
遊
記
」
の
特
色
の
ひ
と
つ
が
、
洞
穴
に
あ
る
こ
と
は
、
先
に
挙
げ
た
唐
錫
仁

他
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、異
議
は
な
い
。
し
か
し「
遊

記
」
に
お
け
る
洞
穴
は
、
水
脈
や
地
脈
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
伝
統
中
国
文
化
に
お
け
る
洞
穴
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
お
く
。

　

洞
穴
は
、
主
に
道
教
に
お
い
て
重
要
な
場
所
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
東
晋
の
郭

璞
は
「
山
海
経
」
に
注
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

洞
庭
は
地
の
穴
に
し
て
、
長
沙
巴
陵
に
在
り
。
呉
県
の
南
の
太
湖
の
中

に
苞
山
有
り
。
山
の
下
に
洞
庭
有
り
。
穴
道
水
底
を
潜
行
し
、
通
ぜ
ざ
る

所
無
し
と
云
ふ
。
号
し
て
地
脈
と
な
す
。：
郭
璞
注
「
山
海
経
・
海
内
東
経
」

（「
正
統
道
蔵
」
太
玄
部
）「
入
洞
庭
下
」
条
。

　

こ
こ
で
は
地
中
に
あ
る
穴
は
「
地
脈
」
と
も
呼
ば
れ
、
通
じ
合
っ
て
い
る
と

す
る
。

　

さ
ら
に
梁
の
陶
弘
景
は
、
洞
穴
は
洞
天
と
い
う
別
世
界
に
通
じ
る
も
の
で
あ

り
、
句
曲
茅
山
の
地
下
洞
は
通
じ
合
う
諸
洞
天
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
。
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句
曲
の
洞
天
、
東
は
林
屋
に
通
じ
、
北
は
岱
宗
に
通
じ
、
西
は
峨
嵋
に

通
じ
、
南
は
羅
浮
に
通
ず
。
皆
大
道
な
り
。：「
真
誥
」
稽
神
枢
一
（「
正

統
道
蔵
」
太
玄
部
）

　

さ
ら
に
洞
天
は
聖
地
で
あ
り
、
身
を
清
め
た
も
の
だ
け
が
洞
天
に
至
る
こ
と

が
で
き
る
。
洞
天
で
は
神
々
と
交
感
し
、
霊
力
や
霊
物
を
授
か
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
た
。

　

漢
の
建
安
中
、
左
元
放
、
伝
者
の
「
江
東
に
此
の
神
山
有
り
」
と
云
ふ

を
聞
く
。
故
に
江
を
度
り
て
之
を
尋
ぬ
。
遂
に
斎
戒
す
る
こ
と
三
月
に
し

て
乃
ち
山
に
登
り
、
乃
ち
其
の
門
を
得
。
洞
虚
に
入
り
、
陰
宮
に
造
る
。

三
君
亦
た
授
く
る
に
神
芝
三
種
を
以
て
す
。：
同
前

　

徐
弘
祖
は
、
こ
う
し
た
道
教
の
洞
天
説
を
知
識
と
し
て
は
知
っ
て
い
た
。
広

西
省
の
あ
る
洞
穴
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

余
、
先
ず
宝
圭
の
行
を
作
さ
ん
と
す
。：「
粤
西
遊
日
記
二
」
八
月
一
日

条

　

こ
こ
に
い
う
「
宝
圭
」
と
は
、
北
流
県
の
勾
漏
洞
の
こ
と
だ
が
、「
宝
圭
」
と

い
う
名
称
自
体
は
、
唐
末
の
道
士
で
あ
る
杜
光
庭
の
「
洞
天
福
地
嶽
瀆
名
山
記
」

（「
正
統
道
蔵
」
洞
玄
部
）
に
記
載
の
も
の
で
あ
る（
18
）。
す
な
わ
ち
徐
弘
祖
が
道

教
に
関
わ
る
こ
の
書
を
読
ん
で
お
り
、
洞
天
福
地
説
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
徐
弘
祖
は
、「
諸
洞
が
通
じ
て
い
る
」「
洞
穴
が
神
秘
的
宗
教
的
な

場
所
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
は
否
定
し
て
い
た
。

　

既
に
入
れ
ば
、
則
ち
復
た
穹
然
と
し
て
高
遠
な
り
。
其
の
左
に
石
欄
の

横
列
す
る
有
り
、
下
に
陥
す
る
こ
と
深
黒
な
り
。
杳
と
し
て
底
を
見
ず
。

是
れ
獺
子
潭
た
り
。
導
者
の
言
ふ
、「
其
の
淵
は
深
く
し
て
海
に
通
ず
」と
。

未
だ
必
ず
し
も
然
ら
ざ
る
な
り
。：「
粤
西
遊
日
記
一
」
五
月
二
日
条

　

こ
れ
は
桂
林
の
棲
霞
洞
に
入
洞
し
た
と
き
の
記
録
だ
が
、
案
内
人
が
言
う「
洞

穴
が
海
に
通
じ
て
い
る
」と
い
う
説
、
い
わ
ゆ
る「
海
眼
説
」を
否
定
し
て
い
る
。

　

是
の
白
石
勾
漏
水
月
…
…
世
に
容
州
の
三
洞
天
は
倶
に
潜
穴
し
て
相
ひ

通
ず
と
謂
ふ
は
、
非
な
り
。：「
粤
西
遊
日
記
二
」
八
月
九
日
条

　

こ
こ
で
も
白
石
洞
勾
漏
洞
水
月
洞
と
い
う
、容
州
の
三
つ
の
洞
穴
が
通
じ
合
っ

て
い
る
と
す
る
説
を
否
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
湖
南
省
の
麻
葉
洞
で
は
、
神
竜
や
精
怪
が
棲
む
と
し
て
、
洞
穴
に
入
る

の
を
止
め
る
村
人
を
退
け
、
た
い
ま
つ
を
手
に
し
て
入
洞
し
、
探
索
し
て
い
る
。

　

麻
葉
洞
を
得
。
…
…
初
め
炬
を
覓
め
導
を
倩や
と

は
ん
と
す
。
亦
た
倶
に
炬

を
以
て
応
ず
る
も
、
而
も
敢
へ
て
導
す
る
者
無
し
。
曰
く
「
此
の
中
に
神

龍
あ
り
」
と
。
或
ひ
は
曰
ふ
、「
此
の
中
に
精
怪
有
り
。
法
術
有
る
者
に
非

ざ
れ
ば
、
摂
服
す
る
能
わ
ず
」
と
。
…
…
余
乃
ち
前
村
を
過よ

ぎ
り
、
行
李

を
其
の
家
に
寄
せ
、
顧
僕
と
各
々
束
炬
を
持
し
て
入
る
。：「
楚
遊
日
記
」

正
月
一
七
日
条

　

こ
の
よ
う
に
徐
弘
祖
は
、
道
教
の
よ
う
な
伝
統
的
中
国
文
化
に
お
い
て
見
ら

れ
た
、
洞
穴
の
帯
び
る
神
秘
性
や
宗
教
性
は
、
全
く
こ
れ
を
否
定
し
、
洞
穴
を

自
然
に
形
成
さ
れ
た
存
在
だ
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
洞
穴
を
「
地
」
に
お

け
る
「
脈
」
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
を
肯
定
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

先
に
あ
げ
た
金
華
山
に
お
け
る
地
脈
描
写
は
、
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

　

玲
瓏
巌
の
西
は
、
ま
た
環
り
て
鈕
坑
と
な
る
、
則
ち
蘭
渓
の
東
界
な
り
。

再
び
環
り
て
白
坑
と
な
り
、三
た
び
環
り
て
水
源
洞
と
な
る
。：「
浙
遊
日
記
」

一
〇
月
一
〇
日
条

　

こ
こ
で
は
地
脈
を
た
ど
っ
た
最
終
地
点
に
「
水
源
洞
」
と
い
う
洞
穴
が
口
を

開
け
て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
長
い
洞
穴
は
「
気
」
が
流
れ
る
地
脈
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
そ
の
末
端
が
洞
穴
の
洞
口
な
の
で
あ
る
。
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西
洋
近
代
科
学
思
想
に
お
い
て
は
、
鍾
乳
洞
の
よ
う
な
細
長
い
洞
穴
は
、
水み
ず

の
流
れ
の
侵
食
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、

徐
弘
祖
を
含
め
た
中
国
伝
統
文
化
に
お
い
て
は
、
洞
穴
は
「
水す
い

の
気
」
や
「
地

の
気
」の
流
れ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、洞
穴
の
洞
口
は
、

地
中
を
流
れ
る
「
気
」
が
地
上
へ
出
る
「
出
口
」、
ま
た
地
中
へ
入
る
「
入
口
」

と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
唐
錫
仁
等
は
、「
遊
記
」
の
洞
穴
記
述
に
お
い
て
、
洞
口

の
向
き
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
記
す
理
由
に
つ

い
て
は
述
べ
て
い
な
か
っ
た
。「
遊
記
」
が
洞
口
の
向
き
を
記
録
す
る
の
は
、
そ

こ
か
ら
「
気
」
が
出
入
り
す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

江
西
省
従
姑
山
の
洞
穴
に
つ
い
て
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

　

従
姑
山
…
…
内
に
石
竇
有
り
。
直
ち
に
上
る
こ
と
三
丈
。
正
に
南
隅
懸

崖
の
洞
と
相
対
す
。：「
江
右
遊
日
記
」
一
一
月
四
日
条

　

こ
こ
で
は
あ
る
洞
穴
の
開
い
た
口
が
、
谷
を
隔
て
た
崖
に
穿
た
れ
た
、
別
の

洞
口
と
相
対
し
て
い
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
一
方
の
洞
口
か
ら
出
た
「
気
」
が
、

そ
の
正
面
の
別
の
洞
口
へ
と
入
っ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
ぴ
た
り
と
符
合
す
る
例
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
が
、
洞
穴
が
「
地
脈
」
の
一
部

で
あ
り
、
洞
口
は
そ
の
末
端
に
あ
っ
て
、
地
脈
を
流
れ
る「
気
」が
出
入
す
る「
口
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
こ
の
記
事
か
ら
も
間
違
い
が
な
い
だ
ろ

う（
19
）。

四
　
風
水
説
と
の
近
似
性

　

以
上
、
徐
弘
祖
の
「
地
脈
」
の
考
え
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
は
中
国
伝
統
文

化
の
ひ
と
つ
で
あ
る
堪
輿
家
言
、
す
な
わ
ち
風
水
説
に
お
け
る
「
脈
」
の
説
と

近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
風
水
説
に
つ
い
て
は
、
三
浦
國
雄
の
『
風
水
講
義
』（20
）

に
よ
っ
て
概
説
す
る
。

　
『
風
水
講
義
』
は
、
明
代
の
風
水
書
で
あ
る
「
地
理
人
子
須
知
」（21
）を
解
読
す

る
形
で
、
風
水
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
風
水
と
は
、

「
土
地
、
場
所
」
の
「
吉
凶
禍
福
」
を
判
断
す
る
占
術
で
あ
る
。
そ
し
て
大
地
に

は
「
気
」
が
流
れ
て
い
る
が
、
特
に
人
間
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
価
値
を
持
っ
て

い
る
も
の
を
「
生
気
」
と
い
い
、
そ
の
「
生
気
」
が
流
れ
る
道
が
「
龍
脈
」
も

し
く
は
（
龍
）
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
龍
脈
上
に
と
く
に
生
気
が
濃
密
に
わ
だ

か
ま
っ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を
「
龍
穴
」
も
し
く
は
（
穴
）
と
呼
ぶ
。
こ
の
「
龍
穴
」

を
探
し
当
て
て
、
そ
こ
に
墓
や
家
、
ま
た
都
市
を
営
む
と
繁
栄
や
幸
運
が
訪
れ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

三
浦
は
、
次
い
で
「
地
理
人
子
須
知
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
が
、
そ
こ
で
は
、

マ
ク
ロ
な
地
理
観
と
し
て
、
崑
崙
山
を
源
泉
と
す
る
三
大
幹
龍
が
中
国
を
西
か

ら
東
へ
横
た
わ
り
、
そ
こ
を
「
生
気
」
が
流
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
幹
龍

か
ら
大
小
様
々
な
支
龍
が
派
生
し
て
、中
国
全
土
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
ゆ
き
、「
生

気
」
を
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
で
運
ぶ
の
だ
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
大
龍
脈
と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
小
龍
脈
が
中
国
全
土
を
覆
う
と
い
う
仕

組
み
は
、
徐
弘
祖
の
説
と
極
め
て
近
似
す
る
と
い
え
る
。

　

徐
弘
祖
の
親
し
い
友
人
で
も
あ
っ
た
陳
継
儒
は
、
徐
弘
祖
の
墓
誌
銘
を
書
い

て
い
る
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

霞
客
は
讖
緯
術
数
家
の
言
を
喜
ば
ず
。：陳
継
儒「
霞
客
徐
先
生
墓
誌
銘
」

（「
遊
記
」
に
附
載
）

　

こ
こ
に
い
う
「
讖
緯
術
数
家
」
と
は
、
地
理
で
い
え
ば
風
水
説
で
あ
ろ
う
。

陳
継
儒
は
、
徐
弘
祖
は
風
水
説
に
与
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
、「
遊
記
」

で
は
場
所
の
吉
凶
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
く
興
味
を
示
し
て
い
な

い
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
陳
継
儒
は
次
の
よ
う
に
も
言
う
。
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星
辰
の
経
絡
、
地
気
の
縈
迴
に
お
い
て
は
、
み
な
其
の
分
合
淵
源
の
よ

る
所
を
得
。
…
…（
徐
弘
祖
）
云
ふ
、「
…
…
即
ち
江
河
二
経
、
山
脈
三
條
」

と
。：
同
前

　

星
辰
は
修
辞
上
の
こ
と
で
、
地
気
が
問
題
だ
ろ
う
。
徐
弘
祖
は
、
地
気
の
分

合
や
そ
の
淵
源
を
自
ら
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
し
、
彼
自
身
が
二
大
河
川

と
三
大
龍
脈
の
こ
と
に
言
及
し
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
徐
弘
祖
は
、
選
地
占

い
と
い
う
風
水
の
占
卜
的
側
面
に
は
賛
同
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
気
が
大
地
を

流
れ
龍
脈
を
形
成
す
る
と
い
う
風
水
の
自
然
観
・
大
地
観
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
準
用
し
た
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

五
　
ま
と
め

　

以
上
、
徐
弘
祖
の
地
理
・
地
学
思
想
に
つ
い
て
、「
地
脈
」
の
考
え
方
を
中
心

に
考
察
し
た
。
そ
れ
は
、
大
地
を
、
水
脈
と
同
じ
よ
う
な
地
脈
（
龍
脈
）
が
流

れ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
崑
崙
山
を
起
源
と
し
て
、
東
流
し
た
三
大

龍
脈
が
中
国
の
大
地
を
流
れ
、
そ
の
大
龍
脈
か
ら
無
数
の
支
脈
が
分
か
れ
、
ま

た
合
流
し
な
が
ら
大
地
を
覆
い
、最
後
に
は
東
海
へ
と
至
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
各
地
に
見
ら
れ
る
洞
穴
は
、
そ
う
し
た
「
脈
」
の
一
種
で
あ
り
、「
気

の
流
れ
」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
堪
輿
家
、
す
な
わ
ち
風
水
説
と
い

う
「
術
数
」
に
属
す
る
も
の
の
考
え
方
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点

で
徐
弘
祖
の
地
理
・
地
学
思
想
は
、
中
国
文
化
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
思
想

を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
側
面
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か

し
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
合
理
性
や
科
学
的
思
考
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
い
た
と
い

う
こ
と
を
意
味
は
し
な
い
。
む
し
ろ
中
国
文
化
な
り
の
合
理
性
・
科
学
性
を
継

承
発
展
さ
せ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
自
然
観
・
大
地
観
に
お
け
る
風
水
説
、
龍
脈
説
の
採
用
は
、

実
は
徐
弘
祖
よ
り
四
〇
年
程
先
輩
に
あ
た
る
王
士
性
と
い
う
人
物
の
著
述
に
も

見
え
、
明
代
後
半
に
お
い
て
は
あ
る
程
度
普
遍
性
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
報
告
し
た
い（
22
）。

注（
１
）	

三
木
克
己
の
抄
訳
（『
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
６
』（
筑
摩
書
房
、
一

九
六
〇
年
）、
同
「
徐
宏
祖
と
そ
の
遊
記
」『
中
国
文
学
論
集
』（
春
秋
社
、
一
九
八

〇
年
）、
渡
部
武
「
中
国
明
代
の
旅
行
家
徐
霞
客
の
旅
と
飲
食
」
渡
部
武
神
崎
宣

武
編
『
食
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇　

旅
と
食
』（
ド
メ
ス
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）、

河
内
利
治
「
明
末
文
人
交
友
考
─
徐
霞
客
と
黄
道
周
」『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』（
九

号
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
程
度
。
他
に
は
後
述
す
る
も
の
も
含
め
、
拙
稿
が
『
埼

玉
大
学
紀
要（
教
育
学
部
）』に
あ
る
。
な
お
武
田
泰
淳
の
未
発
表
小
説「
霞
客
」が
、

雑
誌
『
海
』
一
九
九
九
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
記
事
で
は
、
昭
和
一
四

年
頃
の
作
で
は
な
い
か
と
い
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
泰
淳
の
一
文
は
、
徐

弘
祖
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
、
日
本
で
最
も
古
い
も
の
と
な
る
。

（
２
）	

例
え
ば
、『
看
版
図
学
中
国
歴
史
』（
中
国
地
図
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
と

い
う
歴
史
地
図
資
料
集
が
あ
る
が
、
そ
の
第
二
十
章
明
第
八
節
「
明
朝
的
諸
子
百

家
」
に
お
い
て
、
鄭
和
・
李
自
珍
・
宋
応
星
等
と
並
ん
で
徐
弘
祖
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

（
３
）	

唐
錫
仁
楊
文
衡
主
編
『
中
国
科
学
技
術
史　

地
学
巻
』（
科
学
出
版
社
、
二

〇
〇
〇
年
）「
第
八
章
明
代
第
三
節
王
士
性
・
徐
霞
客
対
地
学
的
貢
献　

二　

徐

霞
客
与
《
徐
霞
客
遊
記
》」、
三
九
八
頁
。

（
４
）	

前
掲
注
（
３
）、
三
九
九
～
四
〇
〇
頁
。
ま
た
唐
錫
仁
楊
文
衡
『
徐
霞
客
及

其
遊
記
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
で
は
、
徐
弘
祖
は
、
熱

帯
カ
ル
ス
ト
の
考
察
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
Ｆ・Ｆ・Ｗ・ユ
ン
グ
フ
ー
ン
の「
ジ
ャ

ワ
の
地
形
学
と
科
学
的
調
査
旅
行
」（
一
八
四
五
年
）
よ
り
二
〇
八
年
先
行
、
鍾
乳

石
や
石
筍
の
考
察
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
人
Ｍ
・
ロ
モ
ノ
ー
ソ
フ
『
論
地
層
』（
一
七
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六
三
年
）
よ
り
八
二
年
先
行
し
て
い
る
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。

（
５
）	

前
掲
注
（
３
）、
四
〇
〇
～
四
〇
一
頁
。

（
６
）	

「
遊
記
」
巻
一
所
収
。
以
下
「
〇
〇
日
記
」
と
す
る
引
用
は
、
総
て
「
遊
記
」

か
ら
の
も
の
。「
遊
記
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
褚
紹
唐
呉
応
寿
整
理
本
（
上
海
古
籍
出

版
社
、
一
九
八
〇
年
）
が
最
も
良
く
、
本
稿
も
こ
れ
に
よ
る
。

（
７
）	

徐
弘
祖
の
「
科
学
性
」
は
、
前
掲
（
２
）（
３
）
で
あ
げ
る
他
の
書
籍
や
人
物

に
見
ら
れ
る
、
明
代
思
想
の
一
面
で
あ
る
「
合
理
性
の
尊
重
」「
実
学
的
性
格
」
と

通
底
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
遊
記
」
に
お
け
る
地
理
地
学
的
考
察
は
、

断
片
的
な
も
の
に
留
ま
り
、
体
系
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
続
く
清
朝

に
お
い
て
「
遊
記
」
の
合
理
性
や
実
学
性
を
継
承
発
展
さ
れ
る
動
き
も
な
か
っ
た
。

（
８
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
、
九
州
中
国
学
会
大
会
に
お
い
て
質
問
を
受
け
た
。
改
め

て
先
行
研
究
等
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ご
く
初
期
の
研
究
で
あ
る
『
徐
霞
客
逝
世
三

〇
〇
周
年
紀
念
刊
』（
の
ち
竺
可
禎
編
『
地
理
学
家
徐
霞
客
』［
商
務
印
書
館
、
一

九
四
八
年
］
と
し
て
刊
行
）
所
収
の
、
方
豪
「
徐
霞
客
与
西
洋
教
士
関
係
之
探
索
」

が
、徐
弘
祖
と
西
洋
人
宣
教
師
と
の
交
わ
り
の
可
能
性
を
主
張
し
て
い
た
。し
か
し
、

方
豪
論
文
は
、
両
者
が
同
じ
時
期
に
同
じ
場
所
に
い
た
「
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と

を
述
べ
る
に
留
ま
り
、
思
想
的
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
何
も
論
じ
て
い
な
い
。
や

は
り
直
接
的
な
影
響
は
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
９
）	

本
稿
は
、
九
州
中
国
学
会
第
六
八
回
大
会
（
二
〇
一
七
年
五
月
一
四
日
）
に

お
け
る
口
頭
発
表
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
10
）	

徐
霞
客
の
家
系
と
生
涯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
徐
霞
客
遊
記
訳
注
稿　

資
料

篇（
一
）─
陳
函
輝『
霞
客
徐
先
生
墓
志
銘
』」『
埼
玉
大
学
紀
要（
教
育
学
部
）』（
六

三
巻
二
号
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
11
）	

諱
は
も
と
弘
祖
だ
が
、
清
朝
後
半
は
乾
隆
帝
の
諱
を
避
け
て
、
宏
祖
と
記
さ

れ
る
。

（
12
）	

前
掲
注
（
３
）
河
内
論
文
参
照
。

（
13
）	

「
遊
記
」
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
徐
霞
客
遊
記
の
テ
キ
ス
ト
に
つ

い
て
」『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）』（
六
六
巻
二
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
14
）	

い
ず
れ
も
「
遊
記
」
附
載
。「
溯
江
紀
源
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
徐
霞
客
遊

記
訳
注
稿　

散
文
篇（
一
）─
『
溯
江
紀
源
』」『
埼
玉
大
学
紀
要（
教
育
学
部
）』（
六

五
巻
二
号
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
15
）	

「
遂
初
堂
集
」
巻
七
。
丁
文
江
整
理
本
「
徐
霞
客
遊
記
」（
商
務
印
書
館
、
一

九
二
八
年
）
に
初
め
て
附
載
。
前
掲
注
（
１
）
の
三
木
克
己
は
、
潘
耒
の
序
文
を

し
ば
し
ば
引
き
、「
潘
耒
は
諸
家
の
中
で
も
っ
と
も
ま
じ
め
に
遊
記
を
読
ん
だ
人
と

い
う
べ
き
」
と
す
る
。
徐
弘
祖
の
伝
記
と
し
て
最
も
流
布
し
て
い
る
「
徐
霞
客
伝
」

の
撰
者
で
あ
る
銭
謙
益
は
、
実
は「
遊
記
」を
読
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。「
遊
記
」は
、

徐
弘
祖
の
死
後
写
本
の
形
で
の
み
僅
か
に
伝
え
ら
れ
、
初
め
て
の
刊
行
は
、
そ
の

没
後
一
三
〇
年
以
上
た
っ
た
乾
隆
四
一
年（
一
七
七
六
）の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
遊
記
」

は
明
末
か
ら
清
朝
前
半
期
に
か
け
て
は
、
そ
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
銭
謙
益
の
伝
記
に
は
、
疑
わ
し
い
記
述
が
少
な
く
な
い
こ
と

を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
16
）	

「
遊
記
」「
溯
江
紀
源
」
に
お
け
る
、
徐
弘
祖
の
自
注
を
〔　

〕
で
示
す
。

（
17
）	

こ
う
し
た
、
大
地
に
「
地
脈
」
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
記
述
は
、
若
年
よ
り

記
し
続
け
た
「
名
山
遊
記
」
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
そ
の
末
尾
の
、
崇
禎
五
（
一

六
三
二
）
年
「
遊
天
台
山
日
記
後
」「
遊
雁
宕
山
日
記
後
」
に
至
っ
て
、
初
め
て
山

域
の
水
系
が
詳
述
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
六
年
（
一
六
三
三
）
の
「
遊
五
台
山
日
記
」

に
お
い
て
は
、簡
略
な
が
ら
水
系
と
地
脈
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
同
九
年（
一

六
三
六
）
に
始
ま
る
「
西
南
遊
日
記
」
に
お
い
て
は
、「
地
脈
」
記
事
が
頻
出
す
る

よ
う
に
な
る
。「
地
脈
」
の
考
え
は
、
若
い
頃
か
ら
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
多

く
の
場
所
を
訪
ね
、
広
い
視
野
で
地
形
を
眺
め
た
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
確
か
な

も
の
と
な
り
、
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）	

「（
三
十
六
洞
天
）
勾
漏
山
、
玉
闕
宝
圭
洞
天
、
三
十
里
、
在
容
州
、
有
石
室

丹
井
。」

（
19
）	

同
様
の
記
述
と
し
て
「
更
下
山
而
東
、
仰
見
北
山
之
半
、
復
有
一
門
南
向
。

計
其
処
、
当
即
前
洞
光
映
所
通
也
。」：「
粤
西
遊
日
記
二
」
七
月
一
三
日
条
、
等
。

（
20
）	

三
浦
國
雄
『
風
水
講
義
』（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
21
）	
徐
善
継
兄
弟
撰
の
風
水
書
。
初
版
は
嘉
靖
四
五
（
一
五
六
六
）
年
、
万
暦
一

二（
一
五
八
四
）年
に
重
刊
。
初
版
本
の
刊
行
は
徐
弘
祖
の
生
に
先
立
つ
二
〇
年
で
、

彼
の
生
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
当
該
書
と
徐
弘
祖
と
の
影
響

関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
間
に
王
士
性
と
い
う
士
人
が
介
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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即
ち
「『
地
理
人
子
須
知
』
→
王
士
性
→
徐
弘
祖
」
と
い
う
流
れ
で
「
龍
脈
説
」
が

継
承
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

（
22
）	

王
士
性
（
一
五
四
七
～
一
五
九
八
）
は
、
浙
江
臨
海
の
人
。
万
暦
五
（
一
五

七
七
）
年
の
進
士
。
地
理
的
著
述
に
、
遊
記
で
あ
る
「
五
岳
遊
草
」、
地
理
的
事
象

を
考
察
し
た
「
広
志
繹
」
が
あ
る
。
王
士
性
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
明
代
の
王
士
性

に
つ
い
て
」（『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）』（
六
七
巻
一
号
、
二
〇
一
八
刊
行

予
定
）
参
照
。

［
附
記
］
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費15K02029

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
二
〇
一
八
年
三
月
二
六
日
提
出
）

（
二
〇
一
八
年
四
月
五
日
受
理
）


